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【28当初】 自律型モビリティシステム（自動走行技術、自動制御技術等）の開発・実証 ９．８億円 （新規） 

①ロボットや人工知能による行動支援（自動走行、自動制御等） 

• 超高齢化を迎える中で、過疎地も含めた高齢者の安全・安心な生活、多様な 

経済活動の生産性確保等に資するため、我が国の持続的な成長の基盤として

期待されている自動走行技術を実装した自律型モビリティシステム（電気自動

車、電動車いす等）について、早期の社会実装、普及を目指し、総合的な研究

開発と社会実証を推進する。 

概 要： 
主な政府の方針： 

○「日本再興戦略」改訂2015 

 膨大なIoTからの情報をリアルタイムに 

収集し、人工知能によるビッグデータ解析等

により、自律型走行車、小型無人機も含めた

様々な用途のICTシステムの高精度かつ 

セキュアな制御を可能とする共通的なICT 

プラットフォーム技術等の確立や、広範で 

先進的な社会実証を推進。 

自動走行技術等の社会実装を加速化し、ＩＴＳをより高度化 
安全・安心で快適な社会の実現 

効率の良い通信方式により、 
高度地図情報のリアルタイム更新・配信 

自動走行技術等の 
多様なＩＣＴ利活用分野への展開 

ネットワーク制御型 
工事車両 

過疎地向け 
電気自動車 

自律電動車いす 

各種の自律型モビリティ 
システム（電気自動車、 

電動車いす等） 

自律走行型案内ロボット 

多様な応用分野 
（ロボット、ドローン等） 

荷物運搬用 
自動飛行ドローン 

目 標： 
• 2018年度までに自動走行を支える通信技術等を開発し、社会実証を推進する。 

 ※自律型モビリティシステム（電気自動車、電動車いす等）のネットワーク制御における高信頼化、 
緊急時の自動停止、再起動等の安全対策、衛星測位等も組み合わせた移動の高精度化を 
実現するための技術や、高度地図データベースの高効率な更新・配信技術等の研究開発及び
実証実験を推進。 
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【28当初】 ①IoT共通基盤技術の確立・実証  ３．５億円 （新規） 

【27補正】 ②IoTテストベッドの整備、IoTサービスの創出支援  １３億円 
 

②産学官連携によるＩｏＴサービスの創出 

① 多様なIoTサービスを創出するため、膨大な数の機器を迅速かつ効率的に接続する技術、 
  異なる無線規格の機器や複数のサービスをまとめて効率的かつ安全にネットワークに 
  接続・収容する技術等の共通基盤技術を確立するとともに、欧米のスマートシティ等に 
  係る実証プロジェクト等と協調して、国際標準化に向けた取組を強化する。 

② 産学官による「スマートIoT推進フォーラム」とも連携し、様々な事業者が最適なIoTシステム 
  の開発・検証を行うことができる環境（IoTテストベッド）を整備し、先進的なIoTサービスの 
  開発・社会実証を推進する。 

概 要： 

目 標： 
• 2020年に向けて、世界に先駆けた先進的なIoTサービスを実現し、国際標準化を主導する。 

○経済財政運営と改革の基本方針2015 

 AI、ビッグデータ、IoTの進化等により全て

の産業で産業構造の変革が生じる可能性が

ある中、データを活用した新たなビジネスモ

デルの創出など社会変革を促すことが必要。 

主な政府の方針： 

 

 
工場等 宅内 

先進的IoTサービスの創出 
に必要な共通基盤技術(例) 

スマートWoT基盤技術 
(Web of Things) 

スマートコミュニティ、スマートシティ 

物流・交通 スマートホーム 農業、漁業等 電気・ガス.・水道 保守・管理 

※ IoTテストベッドと連携し、様々な分野において多様なIoTサービスの実証を行い、先進的なIoTサービスの創出を推進 

構内 

スマートコミュニティ 
スマートシティ 

IoTサービス・デバイス 
接続・管理基盤技術 

ダイナミック制御、
自動最適化技術 

スマートIoT推進 
フォーラム 

推進体制 連携・協力 規格提案、国際標準化 

・・・ 

○一億総活躍社会の実現に向けて緊急に 
 実施すべき対策 
 IoT等の先端技術の産業化を推進する。 
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（参考）IoTテストベッドの整備、IoTサービスの創出支援 

ホーム/タウン 

参加 参加 

○革新的な 
IoTサービスの 
創出支援 

先行分野での 
サービス開発等 

実証用 
センサーの 
貸出し 

○ 多様な分野でのIoTの産業化の実現化に向けて、中小企業も含めた様々な事業者が最適な
IoTシステムの開発・検証を行うことができる環境（IoTテストベッド）を整備するとともに、IoTテス
トベッドと連携した実社会フィールドにおける先行的なモデルケース構築を支援する。 

連携 
IoT実証テストベッド 
と連携した高度シミュ
レーションの実施 

○NICTにおける 
多様なIoT実証環境の構築 

参加 

IoT推進コンソーシアム（様々な業界から約1,100者）の参加企業等 

農場/漁場 

NICT IoTテストベッド （高度なデータ分析機能、全国からネットワーク経由で実費で利用可能、システムセキュリティ向上等） 

検証結果 利用 

○農業・漁業の生産性向上、付加価値創造の実現 

温度・糖度、海水等の情報に基づく、農作物の収量、
漁獲高の増加 

高齢者・障害者の見守り 

スマートメータ 

観光 

アプリ 

交通・物流の効率化 

○スマートシティの実現、高齢者等の安全・安心の確保 

消費電力、バイタル情報等に基づく、省エネルギー、 
高齢者等の見守りの推進 

リアルタイムの生育状況、 
出荷時期の調節等 

病院/学校 

ベンチャー企業等 

連携 連携 
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